
11

医
療
・
福
祉
・
食
品
・
健
康

東洋大学研究シーズ集 2015～2016 

 

医療・福祉・食品・健康 

筆跡の時間情報を用いたメンタルヘルス不調の予兆把握 

研究 

概要 

うつ病等のメンタルヘルス不調は再発率が高いため、予防措置を講ずることが有効です。そ

こで筆跡の時間情報を用いて、メンタルヘルス不調の予兆把握ができることを見出しました。

 

 生命科学部 生命科学科 

川口 英夫 教授 Hideo Kawaguchi 

研究キーワード：メンタルヘルス不調 ストレス 筆跡 スクリーニング 

URL： http://www.toyo.ac.jp/site/dlsc/kawaguchi.html 
 

研究シーズの内容 

近年、メンタルヘルス不調者が急増し、社会問題となっています。メンタルヘルス不調は再発率

が高いため、早期発見し発症そのものを防ぐ方策が求められています。そこで本研究では、『デジ

タルペン』を用いて取得した筆跡データからメンタルヘルス不調の予兆把握が可能か、4 年間の追

跡研究で検討しました。 

ボランティア学生 200 名（4 年間通しての参加者 151 名）に、筆跡を 13 ms、0.3 mm の時空間

分解能で記録できるデジタルペンを用いて内田クレペリン検査（図１参照）を受検していただきま

した。さらに精神健康度を測定する質問用紙 GHQ30 にも記入していただきました。デジタルペン

で得られた筆跡データから数字『4』, 『5』, 『7』の 1 ストローク目と 2 ストローク目の間隔時間

（t1）および数字の書き終わりから次の数字の書き始めの間隔時間（t2）を抽出し（図２参照）、こ

れらの時間の比をストローク間隔時間比（t2/t1）としました（図３参照）。この指標（t2/t1）がメ

ンタルヘルス不調について予測力を持つか、4 年間の追跡研究（コホート研究）を実施しました。

その結果、『t2/t1 ≧10 の群（A 群）』は『t2/t1 ＜10 の群（B 群）』と比べ、休学・退学率が有意に

異なる（p < 0.01）ことが明らかとなりました。さらに、1 年目と 3 年目の社会的活動障害のスコ

アで A 群・B 群間に有意差が見られた（1 年目・3 年目共に p < 0.05）。なお、この研究は東洋大学・

倫理審査委員会で承認されたプロトコルに従い実施しました。 

以上より、指標 t2/t1 はメンタルヘルス不調の予兆把握に有用であることが示唆されました。特に

社会的活動障害のスコアの高い人、すなわち人間関係に苦手意識を持つ人はリスクが高いと考えら

れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1 デジタルペンと内田クレペリン検査     図２ 筆跡の時間構造の例        図３ t2/t1 の分布の比較

活用例・産業界へのアピールポイント 

① メンタルヘルス不調の予防のためのスクリーニングツール 
② ストレスの定量的把握ツール 

特記事項(関連する発表論文・特許名称・出願番号等) 

【発表】 Kawaguchi H et al., Neurosci Abstr, 343 (2015) 

【出願特許】 特開 2010-131280：川口他、精神状態判定支援方法および装置 
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製薬評価用マイクロチップ灌流培養システムの開発 

研究 

概要 
マイクロチップ灌流培養システムを用い、細胞のストレス応答や薬剤反応を調べる 

 

 生命科学部 生命科学科 
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研究キーワード：灌流培養 薬剤試験 ストレス応答 個人差 血管内皮 リスク評価 

URL： http://researchmap.jp/read0031655 
 

研究シーズの内容 

マイクロチップ内で少量の細胞を培養し、培養液を灌流することにより、長期培養が可能です。培養

液に薬剤を添加し、回収液中の細胞分泌因子を測定できます。あるいは、細胞から mRNA を抽出し

たり、培養細胞を種々の染色法で染色し、物質の細胞局在などを調べることも可能です。 

 

 

 

活用例・産業界へのアピールポイント 

少量の細胞および少量の薬剤で細胞の応答を mRNA レベルから蛋白レベルまで解析可能なため、

薬剤耐性試験に適しています。血管内皮細胞の細胞応答については、現在、医科大学と共同研究

を実施しており、血管内皮細胞から分泌される多種類の因子の検出が可能になっています。また本

来の専門分野である神経細胞への応用も検討中です。 

 

特記事項(関連する発表論文・特許名称・出願番号等) 

特願 2013-157665 マイクロデバイス及びバイオアッセイシステム 

特願 2011-256517 マイクロデバイス及びバイオアッセイシステム 

マイクロチップ灌流培養システム 

A）マイクロチップ培養部模式図 

B）流路断面図 

C）実際の写真 

C) 


